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1. はじめに 

 

 スマートフォンの普及とともにスマートフォン上で音楽鑑賞をする人を学校や電車の中で見

かける機会が増えた。スマートフォンが大きく普及する前は、ウォークマンや i Pod、CD レコ

ーダーといった電子機器を利用して音楽を楽しむのが主流だった。だが、現在はそういった端末

の生産・普及率は減少傾向にあり、スマートフォン一台だけで音楽を日常的に取り入れるのが主

流になりつつある。  

 そして、スマートフォンによる音楽鑑賞の普及とともに減少傾向にあるものがもうひとつあ

る。それは CD ショップ店の利用だ。レコード・CD レンタル店の数は 1990 年から減少傾向に

あり、2017 年時点ではピーク時の三分の一ほどの店舗数になった。それに伴い、CD が売れな

い時代とも言われている。図表 1 

『音楽と消費者行動研究：現代の音楽消費動向に関する予備研究』（川又啓子著 京都産業大学）

では、新しいメディアが登場することにより、CD という媒体が「衰退期」に入ったとも考えら

れ、CD 売上減だけを強調するのは、音楽消費の動向を見誤ることになるだろうと述べている。 

この調査を行ったきっかけは自分自身、音楽が好きで、CD ショップでアルバイトをしている

からだ。実際に売り場に立ち CD を販売していると、CD が売れなくなっているとあまり実感し

ない。しかし、データで見ると明らかに CD 市場は勢いを落としていることがわかる。だがここ

数年は減少率が低い。CD を購入したら特典や握手会の参加券がついてくるさまざまな商法の効

果も出ているのだろう。 

図表 1 
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 一方で、コンサート市場は成長している。2019 年 2 月 4 日に渋谷区文化総合センター大和田

で開催された『就活直前セミナーin 東京』でのレコチョク説明会担当者 A 氏によると、2010 年

以降、コンサート市場は拡大し、さらに 2015 年以降は CD 市場を上回る勢いがあるという。倍

率が高く、ライブのチケットが当たらないアーティストもいまや少なくはない。それによりチケ

ットの転売が増加していることも音楽業界での大きな問題でもある。転売防止のため、本人確認

の実施や従来の紙チケットではなく電子チケットの導入など、さまざまな対策が練られている。

コンサートのような、会場まで足を運び指定された席に座るアナログなものであっても、デジタ

ル化の波は避けられなくなってきている。例として、都合が合わなかった、チケットが当たらな

かったなどの理由で映画館でライブをリアルタイムで観賞することができるライブビューイン

グというサービスが拡大している。最新の映像技術や迫力のある音響を導入し、映画館にいるの

にまるでコンサート会場にいるような気分を味わうことができる。映画館で観賞するとなると

視点が同じなので、実際のライブ会場で席が遠くて見えづらかったり音が聞こえづらくなった

りすることがない。 

 音楽以外の視点でアナログとデジタルの対比ができるものはたくさんある。書籍もその一種

だ。紙をめくって読むことが当たり前だった小説や新聞、雑誌、漫画の電子サービスの増加が進

んでいる。紙の書籍の売り上げは減少傾向が続いているが、電子書籍の売り上げは増加傾向にあ

る。電子書籍市場において、日本は世界で 2 位の位置についている。電子コミックが拡大したこ

とによりコミック市場の落ち込みを補うほどの勢いだ。電子書籍はスマートフォン上や専用の

端末で読むことができるので、荷物がかさばらず重くならない。そんな中、アナログに暮らすと

は紙をめくって読み進めていくことに価値を見出すことだろう。小説はデジタルタイプが良い

けど新聞はアナログタイプが良いなど、デジタルとアナログを使い分けている人も少なくはな

い。 

 CD を買うきっかけは人それぞれだ。好きなアーティストだから買う。好きな曲だから買う。

特典を目当てに買う。CD ジャケットに惹かれて衝動買いする、というケースもある。近年は、

無料動画サイトの人気拡大により、動画サイトでアーティストのミュージックビデオを視聴し、

良いと思ったら CD を買うというケースも増えている。海外ではダウンロードが派生した、聴き

放題やラジオの機能を持つストリーミング、まさにデータとしての音楽が中心となりつつある

が、日本ではパッケージ市場、モノとしての音楽が根強く、主流として親しまれている。時代の

流れ、サービスの多様化とともに消費者が音楽に対してお金を使うところも変わっている。デジ

タルとアナログ、この対照的な二つは現代の音楽とどのようにかかわっているのかを見ていき

たいと思う。  

 

 

 

 

 



 

2. 調査方法 

 

2-1.調査研究の経緯 

  4～6 月 調査テーマ討論 

    7 月 予備調査の実施・集計 

  8～10 月 調査票作成 

11～12 月 本調査実施 

  1～3 月 分析・報告書作成 

 

2-2.実施概要 

2-2-1.予備調査 

・調査の目的 

  本調査に向けて、聴く音楽のジャンルの傾向及び音楽の購買行動の割合の想定をするため

に調査を行った。 

・調査対象者 

  文教大学湘南キャンパスに所属する学生 30 名 

・調査方法 

  調査票を用いた自記式調査 

・質問項目 

  音楽の入手経路、聴くジャンル、好きなアーティスト・嫌いなアーティストの有無 

  ※その他、CD 購入の有無、音楽グループを嫌いになるきっかけなど 

 

2-2-2.本調査 

・調査時期：2018 年 11 月 28 日～12 月 7 日 

・調査方法：Google のアンケート機能を使用したオンライン調査 

・調査対象者：文教大学湘南・越谷キャンパス学生の全学部学科の学生 

  2018 年度の文教大学学生集計表を用い、文教大学湘南キャンパス・越谷キャンパスに在籍

する学生数を学年ごとに 16 の層を作成する。次に層別にみた構成比を計算し、計画標本数

（800 人）を構成比によって各層に割り当てる。図表 2 

  その次に、文教大学学 生集計表を用いて学部学科ごとの学籍番号で構成されたリストを

作成し、各層に割り当てられた人数を抽出するため、学部学科ごとに該当する番号の個人を起

点として 6 人間隔で系統抽出する。 

 

 

 



図表 2 割り当て数 

 

  

・調査人数 

 依頼数 800 人 

（湘南キャンパス 400 人、越谷キャンパス 400 人、うち 27 名は学籍番号が該当せず） 

 有効回答数  174 

回収率  19.01％ 

 

2-3.主な質問項目 

・よく聴く音楽のジャンル 

・音楽を聴くために利用している機械やアプリ 

・CD 購入やレンタル、動画サイトでの音楽鑑賞など、音楽利用の増減 

・認知している音楽アプリ、利用している音楽アプリ 

・音楽配信アプリに対して重視している要素 

・CD の購入枚数、よく利用する CD ショップ、CD ショップを利用する目的 

・CD ショップに対して重視している要素 

・CD の展開写真（定型 POP と手書き POP）の比較 

・フェイスシート 

 



3. 調査結果 

 

3-1.回答者の基本属性  

回答者 174 名の内訳は、男性が 59 人(34.7%)、女性が 107 人(62.9％)、無回答が 4 人(2.4％)

になり女性がやや多いデータとなった。 

また、年齢は平均 20.15 歳。無回答が 11 件であった。 

 

3-2.音楽との接触に関する回答 

 「どのようなジャンルの音楽を聴くか」という質問に「J-POP」が 87.4％（152 人）と圧倒的

に多かった。次いで「洋楽」が 47.7%（83 人）、「アニメソング」が 43.7％（76 人）、「ロック」

が 40.2％（70 人）だった。 

その他の記述欄には「K-POP」、「ジャズ」、「メタル」があった。図表 3 

 

図表 3 聴く音楽のジャンル 

  

 

音楽を聴く手段としては「スマートフォン」が 74.7％と過半数を占め、次いで「音楽プレイヤ

ー」が 16.1％となった。 

 音源の入手方法では「音楽配信アプリでダウンロードする」が 73.0％で「CD ショップで購入

する」が 46.6％だった。CD を購入する人が減ってきていると言われている割には「CD ショッ

プで購入する」の割合は大きかったのではないか。 

だが、音楽配信アプリを利用している人は一年前と比べて CD 購入が減ったのではないだろ

うか。これらの関連をクロス集計表で整理した結果、図表 4 のようになった。カイ二乗検定の結

果、(x2(2)=22.83, p<.05)、5％水準で有意に関連が見られた。 

 



図表 4 音楽配信アプリの利用と CD購入の関連性 

  

 

 音楽配信アプリを利用している人は CD の購入が減る傾向にある。スマートフォンの普及に

より、手軽に音楽を聴くことができるようになったことがこの結果につながったのではないだ

ろうか。 

一年前と比較した音楽利用については「CD 購入」「CD レンタル」が一年前より利用が減少傾

向にあり、「音楽配信アプリ（無料）」「音楽配信アプリ（有料）」は増加傾向にあった。 

「知人から音楽データをもらう」では「変わらない」と回答した人が 108 人で「増えた」数が 5

人に対し「減った」数が 27 人だった。「変わらない」という回答が一番多かったが、利用につい

ては減少傾向にあった。自分自身で音楽データを簡単に手に入れることが可能になった故の結

果なのではないかと考えた。 

最もグラフの偏りが大きかったのが「動画サイトでの音楽鑑賞」だ。動画サイトでの音楽鑑賞

が「増えた」「どちらかといえば増えた」と回答した人は合わせて 121 人で、「減った」「どちら

かというと減った」と回答した人は合わせて 11 人だった。 

 この結果から、大学生の動画サイトの利用率が伸びているということがわかる。図表 5 

 

図表 5 一年前と比較した音楽利用 

  



 上記の結果から、動画サイトでの音楽鑑賞が増えた人は、音楽配信アプリを利用する傾向にあ

るという仮説をたてた。これらの関連をクロス集計表で整理した。カイ二乗検定の結果、有料音

楽配信アプリの場合(x2(4)=8.848, p<.05)、5％水準で有意な関連は見られなかった。 

無料音楽配信アプリの場合(x2(4)=5.045,p<.05) 、5％水準で、こちらも有意な関連は見られなか

った。 

 動画サイト観賞中もしくは前後に入る広告で音楽配信アプリの宣伝が流れてくることがよく

ある。その影響から利用者が増えているのではないかと推測したが、有料、無料関係なく有意な

結果は見られなかった。つまり、動画サイトでの音楽鑑賞が増えても音楽配信アプリの利用に影

響を与えていることはなかった。音楽を無料で利用している人が増えていることがわかる。 

 

3-3.音楽配信アプリに関する回答 

 知っている音楽配信アプリについて複数回答で質問したところ、「LINE MUSIC」の認知度が

一番高く、回答 173 人中 166 人（96%）が知っていた。次に「Apple Music」が 158 人(91.3%)

だった。「Spotify」と「AWA」が同じ 86 人（49.7％）、「Google Play Music」が 75 人（43.4％）、

「d ヒッツ」が 69 人（39.9％）、Amazon Music が 65 人（37.6％）だった。これらの音楽配信

アプリは CM や広告などのメディア媒体で宣伝されているため認知している人が多かったと考

えられる。図表 6 

 

図表 6 

 

 

 

 

 



実際に利用している音楽配信アプリについて見ていくと「Apple Music」の利用者が 65 人

（38.2％）だった。一方「LINE MUSIC」は 42 人（24.7％）という、知っているアプリの質問

とは逆の結果になった。他の音楽配信アプリに関しては認知度があったものでも利用している

かとなると数字が伸びず、多くて「Spotify」が 15 人（8.8％）だった。「Apple Music」や「LINE 

MUSIC」は有料版に登録するまで、視聴はできるが音楽を最初から最後まで、その楽曲のすべ

てを聴くことができない。だが「Spotify」の場合、曲はシャッフルができず広告が表示される

が、無料版でも最初から最後まで音楽を聴くことができる。こういった他にはないサービスが使

いやすく、利用につながったのではないだろうか。図表 7 

この質問も複数回答である。 

 

図表 7 

 

  

 音楽配信アプリは 48.9％が「無料のみ」を利用しており、意外と少ないということがわかっ

た。「有料と無料」が 26.4％で、複数の音楽配信アプリを使い分けている人が全体の四分の一以

上いた。「有料のみ」が 12.1％、「利用していない」が 12.6％で同じくらいの結果となった。図

表 8 

 

 

 

 

 

 

 



図表 8 音楽配信アプリの利用 

  

 

 

3-4.音楽配信アプリを利用するにあたって重要視する要素 

 「聴きたいアーティストの音源がアプリ内に入っている」「アプリが操作しやすい」「アプリ内

に入っている曲数の多さ」「視聴ができる」「買いたいときにすぐ買うことができる」「買ってす

ぐ音楽を聴くことができる」という項目が音楽配信アプリを利用するにあたり重要視する傾向

が多かった。特に「聴きたいアーティストの音源がアプリ内に入っている」要素が 71.3％でと

ても重要視されていた。 

 「Twitter や Instagram などの SNS に共有することができる」「着信音やアラームに利用す

ることができる」「配信限定で聴ける曲がある」「アプリ内でポイントが貯まる」「曲を安く手に

入れることができる期間がある」という項目が音楽配信アプリを利用するにあたり重要視する

傾向が低かった。「アプリ内でポイントが貯まる」「曲を安く手に入れることができる期間がある」

といった、お得感や曲自体の価格に関してはあまり重要視されないということがわかった。 

 音楽配信アプリを利用していない人だけに音楽配信アプリを利用しない理由を聞いた。音楽

配信アプリを利用しない理由として「ウォークマンなど別の端末を利用しているから」と回答し

た人は 36.4％で「スマートフォンの充電の減りが早くなるから」「データの容量がなくなる又は

ないから」が 22.7％だった。利用しない理由でも金銭に関するような回答はなかった。 

 

4-1.CD ショップ利用について 

今回の調査で、回答者が一番多く利用していた CD ショップは 31％で CD 販売と CD レンタ

ルのサービスを行っている「TSUTAYA」だった。「ディスクユニオン」は 0％だった。店舗数が

他の CD ショップより少なく、知名度の低さが今回の結果に繋がったのだろう。図表 9 



図表 9 利用する CDショップ 

 

   

 上記で回答された CD ショップを利用している理由として、「家や学校の近くにある」が 84 人

（59.2％）で最も多かった。「その CD ショップでポイントを貯めているから」30 人（21.1％）

「店舗別の特典がいいから」16 人（11.3％）といった店舗ならではの特徴が消費者にとって商

品以外にも需要があるといえる。 

 その他の理由では取り扱いが多いから、知人又は本人が店員だからという理由が多かった。 

 

4-2. CD ショップを利用するにあたって重要視する要素 

 「アーティストに貢献することができる」「歌詞カードがついている」「店舗でしか買えないも

のがある」「予約した人だけがもらえる特典がある」「DVD 付きの CD、初回盤や豪華盤仕様の

パッケージを手に入れることができる」という項目が CD ショップを利用するにあたり重要視

する傾向が多かった。特に「DVD 付きの CD、初回盤や豪華盤仕様のパッケージを手に入れる

ことができる」要素が 42.6％でとても重要視されていた。映像作品や特殊なパッケージを手に

入れることができるのはデータではできないし、そのパッケージを実際に手に取ることにより

アーティストのこだわりを感じることもできる。こういった独特なサービスを体感できること

が、音楽配信アプリとの大きな差だろう。 

「ポイントが貯まる」「発売日より一日早く購入することができる」「まとめ買いしたら安くな

る」「店舗で応援しているアーティストがいる」など、店舗が行っているサービスに関してはあ

まり重要視されていなかった。また、CD、DVD、Blu-ray を購入した際についてくるプレイパ

スコードを入力したらスマートフォンで曲や映像を再生することができ、レコチョクが提供し

ているプレイパス機能に関しては「全く気にならない」が 32.9％、「何も思わない」が 23.5%と

いう結果になり、このサービス自体があまり認知されていないことが分かった。 

 



4-3.CD の展開方法における関心度 

 

↓定型 POP                ↓手書き POP 

      

 

CD ショップでの CD 展開方法における「購買意欲」への関心度は、定型 POP の場合は

2.6(SD=1.14)、手書き POP の場合は 3.030(SD=1.17)であった。「購買意欲」の関心度が定型 POP

か手書き POP で平均値に違いがあるかどうかを検討するため、対応のある t 検定を実施した。

その結果、平均値の間に有意な差が見られ(t(165)=5.07, p <.05)、手書き POP の方が定型 POP

よりも「購買意欲」が高められるということがわかった。 

CD ショップでの CD 展開方法における「アーティスト」への関心度は、定型 POP の場合は

2.729(SD=1.23)、手書き POP の場合は 3.024(SD=1.22)であった。「アーティスト」への関心度

が定型 POP か手書き POP で平均値に違いがあるかを検討するため、対応のある t 検定を実施

した。その結果、平均値の間に有意な差が見られ(t(165)=3.18, < .05)、手書き POP の方が定型

POP よりも「アーティスト」への関心度が高められるということがわかった。 

 展開写真を見た感想では、定型 POP では「わかりやすい」「シンプル」「目に入る」というプ

ラスな意見もあれば「ごちゃごちゃしている」「情報が多すぎる」というマイナスな意見もあっ

た。手書き POP でも「説得力がある」「個性があって楽しい」「おもわず読みたくなる」などの

プラスな意見と共に「ごちゃごちゃしている」「読みにくい」などマイナス意見も４割ほどあっ

た。記述回答の結果から、定型 POP と手書き POP を比較すると、手書きのほうが消費者の立

場からしたら信用性が高く店員の熱意が伝わりやすいということがわかった。 

 

5-1.性別から見る音楽配信アプリと CD ショップの要素の重要性 

「家で音源の購入ができる」「外出時に購入ができる」利便性に関する質問を t 検定で整理し

た結果、「外出時に購入ができる」に関してのみ有意な差が見られた。つまり、女性のほうが音

楽を購入するのに利便性を重視している。いかに手間がかからずに音楽を手に入れることが求

められている。 

次に「CD に歌詞カードがついている」「モノとしてコレクションができる」質問に有意な差



が見られた。女性のほうが音

楽以外に歌詞カードやパッケ

ージにも関心がある。「モノと

してコレクションできる」と

いう項目に関しては他の質問

より女性の数値が高かった。 

性別に関する質問と、

「Twitter や Instagram など

の SNS に共有することがで

きる」「CD を人に貸すことが

できる」「CD をプレゼントと

して利用することができる」

交流に関しては男女に有意な

差は見られなかった。図表

10、図表 11 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 10 性別から見る各要素の比較 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

図表 11 性別から見る各要素の t検定 



5-2.各要素から見る音楽配信アプリと CD ショップの要素の重要性 

音楽配信アプリの重要性に関する問 8 の変数の評定平均値をもとに因子分析（主成分分析、

バリマックス回転）を行った結果、5 因子抽出された。それらの因子負荷量を示したものが図表

12 である。 

 

図表 12 音楽配信アプリの重要性に関する因子分析 

 

 

 第一因子には「買ってすぐに音楽を聴くことができる」、「家で買うことができる」、「買いたい

ときにすぐ買うことができる」、「CD を出していない歌手の音源を手に入れることができる」、

「試聴ができる」という音楽配信アプリならではの「利便性」因子が抽出された。第二因子には

「配信限定で聴ける曲がある」、「アプリ内でポイントが貯まる」、「曲を安く手に入れることがで

きる期間がある」、「CD 発売より早く先行配信される曲がある」という音楽配信アプリの「サー

ビス」因子が抽出された。第三因子には「着信音やアラームに利用することができる」、「オスス

メの曲をアプリ側から提供してくれる」、「Twitter や Instagram などの SNS に共有することが

できる」、「アプリ内に入っている曲数の多さ」、「アーティストに貢献することができる」、「人に

すぐ音楽を聴かせることができる」という「交流」因子が抽出された。第四因子には「聴きたい

アーティストの音源がアプリ内に入っている」、「アプリが操作しやすい」、「歌詞が表示されると

いう」音楽配信アプリ利用者からの「需要」因子が抽出された。第五因子には、「家にモノが増

えない」、「自分に合った料金プランを選ぶことができる」という「個人の意思」因子が抽出され

た。 

 「買いたいときにすぐ買うことができる」項目の平均値が全体と比べて一番高い。 

 

 



次に、CD ショップの重要性に関する問 12 の変数の評定平均値をもとに因子分析（主成分分

析、バリマックス回転）を行った結果、4 因子抽出された。それらの因子負荷量を示したものが

図表 13 である。 

 

図表 13 CDショップの重要性に関する因子分析 

 

 

 第一因子には「DVD 付きの CD、初回盤や豪華盤仕様のパッケージを手に入れることができ

る」、「予約した人だけがもらえる特典がある」、「店舗でしか買えないものがある」、「コレクショ

ンができる」、「ライブの応募券がついている」、「アーティストに貢献することができる」、「発売

日より一日早く購入することができる」という CD ショップで購入することで得ることができ

る「利便性」因子が抽出された。第二因子には「購入を吟味することができる」、「実際に現物を

手にとって確かめることができる」、「関連商品が周りに陳列されている」、「試聴ができる」、「出

かけついでに買うことができる」、「歌詞カードがついている」、「まとめ買いしたら安くなる」と

いう「サービス」因子が抽出された。第三因子には「プレゼントとして利用できる」、「人に貸す

ことができる」、「音源がダウンロードできるプレイパス機能がついている」という「交流」因子

が抽出された。第四因子には「店舗が応援しているアーティストがいる」、「店内イベントがある」、

「ポイントが貯まる」という店舗独特の「店舗の特徴」因子が抽出された。 

 「アーティストに貢献することができる」という項目に関して、音楽配信アプリでは「交流」

因子に属しているが、CD ショップでは「利便性」因子に属している。 

 音楽配信アプリを利用している人は、すぐ需要を満たすことができること、インターネット上

で共有ができることを主に重視している。CD ショップの場合は、データではなくモノとして音



楽を捉えており店舗で買うからこそ得ることができる特別感や実際に手に取って確かめること

ができることを重視しているということがわかった。 

 音楽配信アプリと CD ショップで類似した因子を比較して、平均値の差が著しく現れた項目

は「歌詞が表示される」と「歌詞カードがついてくる」だ。「歌詞カードがついてくる」のほう

が平均値が高い。歌詞カードは CD 特有の、購入することで手に入れることができる。アナログ

なモノだがアーティストのこだわりを手にとって受け取ることができる。 

 次に差が大きかった項目は、「オススメの曲をアプリ側から提供してくれる」と「関 連商品

が周りに陳列されている」であった。「関連商品が周りに陳列されている」の  ほうが平均値

が高く、CD ショップで関連商品を並べておくことは消費者への影響力が強 いということがわ

かる。 

 「家で買うことができる」と「出かけついでに買うことができる」に関しては平均値に大きな

差はなかった。音楽配信アプリと CD ショップのどちらにも共通してある「試聴ができる」とい

う項目では、CD ショップのほうが少し平均値が高かった。音楽配信アプリでの試聴は音楽が途

中で終わってしまい、一曲全部聴くことができないのがほとんどだ。一方 CD ショップでは、店

内に設置してある試聴機に CD が入っているので一曲全部を聴くことができ、商品を見て気に

なったらその場で聴くことができる。CD ショップにとって欠かせないサービスだ。 

 平均値は多くの項目で CD ショップのほうが音楽配信アプリよりも高い点数であった。デジ

タル化が進みスマートフォン一台でさまざまなツールやサービスを利用することができるよう

になったが、歌詞カードや試聴などアナログなモノの需要も根強いといえる。 

 

 

6. まとめ 

 

 CD ショップと音楽配信アプリというアナログとデジタルの観点から調査を進めた結果、デジ

タル化が進んでいてもアナログなモノへの需要は存分にあるとわかった。実際に CD ショップ

でアルバイトをしていて、消費者が求めている CD を提供できることがやりがいに繋がってい

るのは確かだ。CD 市場は縮小傾向にあるが、これから少しずつでも拡大していく可能性が見え

た。 

 音楽配信アプリは手軽さと使いやすさが大きな利点である。その便利さから生まれる音楽の

違法ダウンロードがなくなることを願いたい。学生はやはり無料で楽しむことができる音楽サ

ービスの利用率が高かった。そういった人たちを、いかに有料層に連れ込むことができるか。こ

れは今後の音楽配信アプリによるサービス提供の大きな課題となるだろう。 

 CD もレコードやカセットテープからすればデジタルなモノとして捉えられる。今はデジタル

という概念のモノもいずれかはアナログなモノになっているかもしれない。新しい媒体やサー

ビスが登場するにつれ、音楽の利用は時代や流行とともに変化し多様化していくだろう。 
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本調査にご協力いただきましてありがとうございます。 

本調査は音楽の利用・入手方法についての調査です。 

本調査は文教大学湘南キャンパスの学生を調査対象としています。 

回答者のプライバシーの保護に配慮し、ご回答はすべてコンピューターで統計的に処理し

ますのでご迷惑をおかけすることは一切ございません。 

調査についてのご意見・ご質問がありましたら上記に記載されている連絡先にご連絡くだ

さい。 

お忙しいところ誠に申し訳ございませんが、ご協力よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

ご記入にあたってのお願い 

 

１. 調査には、必ず調査票を受け取った本人が回答・ご記入ください。 

２. お答えになりにくい質問に関しては、無回答で結構です。 

３. 質問への回答は、特に指示のない限り当てはまる項目番号に○をつけてください。 

４. ご記入は、鉛筆・シャープペンシル・黒か青のポールペンでお願いします。また、

回答を訂正する場合は、前の回答を消しゴムで消すか、×印をつけるなどして、訂正したこ

とを明示してください。 

５. 回答方法などについてのご質問がございましたら、調査員にお尋ねしてください。 

６. ご記入が終わりましたら、担当者が回収に参りますので指示をお待ちください。 

７. 他の授業などでこの調査に回答したことがある方は、お手数ですが担当者にお声掛けく

ださい。 

 

 

問⒈あなたはどのようなジャンルの音楽を聴きますか？該当するものをすべて選択してく



ださい。 

 

１．J-POP(87.4%) ２．洋楽(47.7%) ３．ロック(40.2%)  

４.ビジュアル系(5.2%) ５．クラシック(21.3%)  ６．アニメソング(43.7%) 

７．EDM(11.5%) ８．アイドル(35.6%) ９．音楽を聴かない(1.7%) 

１０．その他 メタル、ゲーム BGM、K-POP(3.4%) 

 

 

問 2.あなたは普段なにで音楽を聴きますか？最も該当するものを１つ選択してください。 

 

  １．スマートフォン(74.7%) ２．音楽プレーヤー(16.1%) ３．タブレット(0.6%) 

４．パソコン(5.2%) ５．CD プレーヤー(1.7%) ６．音楽を聴かない(1.1%)  

７．その他 車の運転中(0.6%) 

 

 

問３.あなたはどのような方法で音源を購入しますか？該当するものをすべて選択してくだ

さい。 

 

１. CD ショップで購入する(46.6%) ２．ライブ会場で購入する(6.3%)  

３．レンタルをする (31.0%) ４．通販で購入する(15.5%)  

５．音楽配信アプリでダウンロードする(73.0%)  

６．その他 動画サイトで鑑賞(0.6%) 

 

 

問４.一年前と比べて以下のような音楽利用は増えましたか？それとも減りましたか？ 
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ア.CD 購入 １ 

(11.1%) ２ 

(7.6%) ３ 

(52.0%) ４ 

(4.7%) ５ 

(24.6%) 

イ.CD レンタル １ 

(6.5%) ２ 

(5.3%) ３ 

(50.3%) ４ 



(9.5%) ５ 

(28.4%) 

ウ.音楽配信アプリ(無料) １ 

(39.2%) ２ 

(17.0%) ３ 

(33.3%) ４ 

(4.1%) ５ 

(6.4%) 

エ.音楽配信アプリ(有料)  １ 

(18.9%) ２ 

(10.1%) ３ 

(59.2%) ４ 

(2.4%) ５ 

(9.4%) 

オ.知人から音楽データをもらう １ 

(3.0%) ２ 

(7.8%) ３ 

(64.6%) ４ 

(8.4%) ５ 

(16.2%) 

カ.動画サイトでの音楽鑑賞 １ 

(44.7%) ２ 

(26.5%) ３ 

(22.4%) ４ 

(4.7%) ５ 

(1.7%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 5.あなたが知っている音楽配信アプリをすべて選択してください。 

 

  １．Apple Music (91.3%) ２．LINE MUSIC(96.0%) ３．Spotify(49.7%) 

 ４．AWA(49.7%) ５．ｄヒッツ (39.9%) ６．Amazon Music(37.6%)  

７．Google Play Music(43.4%) ８．その他 YouTube(0.6%) 

 

 

問 6.どの音楽配信アプリを利用していますか？該当するものをすべて選択してください。 

 

  １．Apple Music(38.2%) ２．LINE MUSIC(24.7%) ３．Spotify(8.8%)  

４．AWA(4.1%) ５．ｄヒッツ(2.9%) ６．Amazon Music(8.2%)  

７．Google Play Music(7.6%) ８．利用していない(27.6%)  

９．その他 YouTube、x アプリ(0.6%) 

 

 

問 7.あなたは有料の音楽配信アプリと無料の音楽配信アプリのどちらを利用しています

か？該当するものを 1 つ選択してください。 



 

  １．有料と無料(26.4%) ２．有料のみ(12.1%) ３．無料のみ(48.9%) → 問８ 

４．利用していない(12.6%) → 問９ 

 

 

問 8.あなたが音楽配信アプリを利用するにあたり以下の要素をどの程度重要視しますか？ 
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ア.歌詞が表示される 1 

(28.9%) 2 

(15.4%) 3 

(15.4%) 4 

(26.8%) 5 

(13.4%) 

イ.聴きたいアーティストの音源がアプリ内に入っている 1 

(2.0%) 2 

(0.7%) 3 

(2.0%) 4 

(24.0%) 5 

(71.3%) 

ウ.アプリが操作しやすい 1 

(2.0%) 2 

(2.7%) 3 

(11.3%) 4 

(37.3%) 5 

(46.7%) 

エ.Twitter や Instagram などの SNS に共有することができる 1 

(73.2%) 2 

(14.8%) 3 

(6.0%) 4 

(2.7%) 5 

(3.4%) 

オ.オススメの曲をアプリ側から提供してくれる 1 

(44.0%) 2 

(22.0%) 3 

(14.7%) 4 

(16.0%) 5 

(3.3%) 

カ.アプリ内に入っている曲数の多さ 1 

(5.3%) 2 

(1.3%) 3 



(4.7%) 4 

(30.0%) 5 

(58.7%) 

キ.試聴ができる 1 

(13.3%) 2 

(8.0%) 3 

(18.7%) 4 

(32.7%) 5 

(27.3%) 

ク.CD 発売より早く配信される曲がある 1 

(36.7%) 2 

(14.0%) 3 

(18.0%) 4 

(17.3%) 5 

(14.0%) 

ケ.アーティストに貢献することができる 1 

(28.7%) 2 

(13.3%) 3 

(17.3%) 4 

(14.0%) 5 

(26.7%) 

コ.家で買うことができる 1 

(25.3%) 2 

(5.3%) 3 

(15.3%) 4 

(27.3%) 5 

(26.7%) 

サ.着信音やアラームに利用することができる 1 

(40.0%) 2 

(13.3%) 3 

(12.7%) 4 

(19.3%) 5 

(14.7%) 

シ.配信限定で聴ける曲がある 1 

(44.0%) 2 

(13.3%) 3 



(15.3%) 4 

(15.3%) 5 

(12.0%) 

ス.買いたいときにすぐ買うことができる 1 

(14.1%) 2 

(5.4%) 3 

(14.8%) 4 

(26.8%) 5 

(38.9%) 

セ.買ってすぐに音楽を聴くことができる 1 

(12.7%) 2 

(5.3%) 3 

(9.3%) 4 

(26.7%) 5 

(46.0%) 

ソ.家にモノが増えない 1 

(30.0%) 2 

(12.7%) 3 

(20.7%) 4 

(17.3%) 5 

(19.3%) 

タ.自分に合った料金プランを選ぶことができる 1 

(21.5%) 2 

(10.1%) 3 

(18.1%) 4 

(20.8%) 5 

(29.5%) 

チ.人にすぐ音楽を聴かせることができる 1 

(28.0%) 2 

(18.7%) 3 

(13.3%) 4 

(18.7%) 5 

(21.3%) 

ツ.アプリ内でポイントが貯まる 1 

(49.7%) 2 

(14.1%) 3 



(17.4%) 4 

(12.1%) 5 

(6.7%) 

テ.曲を安く手に入れることができる期間がある 1 

(40.7%) 2 

(7.3%) 3 

(18.0%) 4 

(14.0%) 5 

(20.0%) 

ト.CD を出していない歌手の音源を手に入れることができる 1 

(26.2%) 2 

(5.4%) 3 

(18.4%) 4 

(25.5%) 5 

(24.2%) 

  

 

 

問 9.音楽配信アプリを利用しない理由として該当するものをすべて選択してください。 

 

１.スマートフォンの充電の減りが早くなるから(22.7%) 

２.ウォークマンなど別の端末を利用しているから(36.4%) 

３.日常的に音楽を聴かないから(18.2%) ４.通信制限にかかりやすいから(13.6%) 

５.CD ショップが好きだから(4.5%)  

６.データの容量がなくなる又はないから(22.7%)   

７.その他 YouTube で見つけられるから、聴きたい曲が入っていないから(0.6%) 

 

 

問 10.2017 年から 2018 年の間に CD ショップで購入した CD は何枚ですか？数字を入力

してください。 

 

  （ 平均 3.4 ）枚 

 

 

問 11-1.あなたがよく利用する CD ショップチェーン店はどこですか？最も該当するものを

1 つ選択してください。 



 

  １.タワーレコード(18.8%) ２.HMV(7.6%) ３.新星堂(8.8%)  

４.TSUTAYA(31.2%) ５.ディスクユニオン(0.6%)  

６.CD ショップを利用しない(27.6%) ７.その他 GEO(1.8%)、山野楽器(1.2％) 

 

 

問 11-2. 問 11-1 で選択した理由として該当するものをすべて選択してください。 

 

  １.家や学校の近くにあるから(59.2%) ２.店の雰囲気が好きだから(10.6%) 

  ３.店員の接客がいいから(2.1%) ４.店舗別の特典が良いから(11.3%) 

  ５.その CD ショップでポイントを貯めているから(21.1%)  

６.その他 興味がない、アルバイト先だから、アプリで聴けるから(0.7%) 

 

 

問 12.あなたが CD ショップで CD を購入するにあたり以下の要素をどの程度重視します

か？ 
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ア.実際に現物を手に取って確かめることができる 1 

(19.4%) 2 

(13.5%) 3 

(18.8%) 4 

(26.5%) 5 

(21.8%) 

イ.試聴ができる 1 

(33.5%) 2 

(17.1%) 3 

(21.8%) 4 

(12.4%) 5 

(15.3%) 

ウ.アーティストに貢献することができる 1 

(24.1%) 2 

(6.5%) 3 

(13.5%) 4 

(19.4%) 5 

(36.5%) 

エ.歌詞カードがついている 1 

(17.1%) 2 

(10.0%) 3 

(13.5%) 4 



(26.5%) 5 

(32.9%) 

オ.店舗でしか買えないものがある 1 

(16.5%) 2 

(8.1%) 3 

(12.4%) 4 

(22.9%) 5 

(40.0%) 

カ.音源がダウンロードできるプレイパス機能がついている 1 

(32.9%) 2 

(18.8%) 3 

(23.5%) 4 

(13.5%) 5 

(11.2%) 

キ.ライブの応募券がついている 1 

(32.9%) 2 

(5.9%) 3 

(17.6%) 4 

(16.5%) 5 

(27.1%) 

ク.ポイントが貯まる 1 

(28.4%) 2 

(13.0%) 3 

(16.6%) 4 

(21.3%) 5 

(20.7%) 

ケ.予約した人だけがもらえる特典がある 1 

(16.5%) 2 

(5.3%) 3 

(13.5%) 4 

(25.9%) 5 

(38.8%) 

コ.出かけついでに買うことができる 1 

(23.5%) 2 

(11.8%) 3 

(19.4%) 4 



(24.7%) 5 

(20.6%) 

サ.購入を吟味することができる 1 

(19.4%) 2 

(11.2%) 3 

(21.2%) 4 

(28.2%) 5 

(20.0%) 

シ.店内イベントがある（ライブやサイン会） 1 

(40.2%) 2 

(11.8%) 3 

(15.4%) 4 

(17.2%) 5 

(15.4%) 

ス .DVD 付きの CD、初回盤や豪華盤仕様のパッケージを手に入れることができる

 1 

(14.8%) 2 

(5.9%) 3 

(10.1%) 4 

(26.6%) 5 

(42.6%) 

セ.発売日より一日早く購入することができる 1 

(33.5%) 2 

(14.7%) 3 

(14.7%) 4 

(14.1%) 5 

(22.9%) 

ソ.人に貸すことができる 1 

(36.7%) 2 

(16.0%) 3 

(19.5%) 4 

(18.3%) 5 

(9.5%) 

タ.コレクションができる 1 

(20.6%) 2 

(4.7%) 3 



(16.5%) 4 

(26.5%) 5 

(31.8%) 

チ.まとめ買いしたら安くなる 1 

(44.7%) 2 

(14.1%) 3 

(22.4%) 4 

(8.2%) 5 

(10.6%) 

ツ.関連商品が周りに陳列されている 1 

(29.4%) 2 

(9.4%) 3 

(20.0%) 4 

(23.5%) 5 

(17.6%) 

テ.店舗が応援しているアーティストがいる 1 

(43.5%) 2 

(13.5%) 3 

(19.4%) 4 

(11.2%) 5 

(12.4%) 

ト.プレゼントとして利用できる 1 

(41.8%) 2 

(16.5%) 3 

(18.2%) 4 

(14.1%) 5 

(9.4%) 

 

 

 

問 13-1.この展開写真を見て、感想をお聞かせください。 

 

 

感想 

・わかりやすい 

・歌手名がはっきりしている 



・シンプル 

・ごちゃごちゃしている 

・特典が付くんだな          etc 

 

 

 

 

問 13-2. 問 13-1 の質問の写真を見て、あなたはどのように感じましたか？ 
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ア.CD の購買意欲がそそられた 

1 

(22.8%) 2 

(21.6%) 3 

(30.4%) 4 

(22.8%) 5 

(2.4%) 

イ.この CD ショップに行きたいと思った 1 

(22.6%) 2 

(18.4%) 3 

(40.8%) 4 

(15.2%) 5 

(3.0%) 

ウ.このアーティストについて関心が沸いた 1 

(21.1%) 2 

(23.5%) 3 

(22.3%) 4 

(27.7%) 5 

(5.4%) 

エ.どんな曲か聞いてみたくなった 1 

(20.0%) 2 

(23.6%) 3 

(21.8%) 4 

(25.5%) 5 

(9.1%) 

オ.配置のバランスが綺麗 1 

(9.7%) 2 

(18.2%) 3 

(33.9%) 4 

(28.5%) 5 

(9.7%) 

 

 

問 14-1.この手書き POP 写真を見て、感想をお聞かせください。 

 



 

感想 

・情報が書いてあって吟味しやすい 

・ごちゃごちゃしている 

・店員さんの熱意 

・温かみを感じる 

・個性があって楽しい        etc 

 

 

問 14-2. 問 14-1 の質問の写真を見て、あなたはどのように感じましたか？ 
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そ 

う 

思 
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ア.CD の購買意欲がそそられた 1 

(14.3%) 2 

(16.7%) 3 

(28.0%) 4 

(34.5%) 5 

(6.5%) 

イ.この CD ショップに行きたいと思った 1 

(13.7%) 2 

(10.1%) 3 

(36.9%) 4 

(30.4%) 5 

(8.9%) 

ウ.このアーティストについて関心が沸いた 1 

(17.3%) 2 

(13.1%) 3 

(27.4%) 4 

(35.1%) 5 

(7.1%) 

エ.どんな曲か聞いてみたくなった 1 

(14.9%) 2 

(13.7%) 3 

(22.6%) 4 

(38.1%) 5 

(10.7%) 

オ.配置のバランスが綺麗 1 

(7.7%) 2 

(14.3%) 3 

(39.9%) 4 

(28.0%) 5 

(10.1%) 

 

 



問 15.CD 以外の物を購入することを目的に CD ショップに行ったことがありますか？ 

 

  １.ある(42.0%) → 問１６  ２.ない(58.0%) → 問１７ 

 

 

問 16.何を購入することを目的にCDショップに行きましたか？該当するものを全て選択し

てください。 

 

  １.DVD または Blu-ray の映像作品(58.5%) ２.イヤホン、ヘッドフォン(48.8%) 

  ３.ギフトカード(3.7%) ４.CD ケース(7.3%) ５.雑誌(23.2%) ６.漫画(23.2%) ７.

写真集(12.2%) ８.お菓子(1.2%) ９.アーティストとのコラボグッズ(12.2%) 

 １０.一番くじ(4.9%) １１.その他 ウインドウショッピング、暇つぶし(1.2%) 

 

 

問 17.あなた自身のことについてお聞きします 

 

性別 １.男性(34.7%) ２.女性(62.9%) ３.回答しない(2.4%) 

 

学部 １.教育学部(9.4%) ２.人間科学部(21.6%) ３.文学部(15.2%)  

   ４.情報学部(22.8%) ５.経営学部(8.2%) ６.国際学部(15.2%)  

７.健康栄養学部(7.6%) 

 

年齢 （ 平均 20.2 歳 ） 

 

 

 

 

質問は以上です。ご回答ありがとうございました。 

 

 

 


